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【はじめに】  
 観光業の低迷に喘いでいる伊豆地域は、

その状況打破に向けて世界ジオパークへ

の登録を目指している。世界ジオパークは、

UNESCOによって公的に認定されるもので、

自然と人間活動の共存・発展がカギとなる。

本プロジェクトでは、新たな観光の形として

注目されている自然体験活動を、地域住

民が主導的に実施できるようサポートし、

観光客の増加とそれに伴う地域経済の活

性化を目標とする。 
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【内容と今後の展望】  
 一年を通して、伊豆地域特有の山と海の両方の自然を生かしたイベントを実施した。

この中で、一部のイベント(「海と山のジオ合宿」、「海からジオツアー」、「爪木崎ジオ

ウォーキング」)は、他のイベントを受講した市民が自ら講師となり、自立的な自然体験

活動を完遂することに成功した。これらの活動は、26年度に実施される「世界ジオパー

ク」認定への挑戦において、産学民連携の活動実績の一つとして貢献している。  
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